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め効力検定方・法に闘する研究の績報で、小書の
~織物t二於りあ多額白溢病に還せする効力検定者F
bった結果である。其要艶は弐の如〈で弘る・
【1)鼠融の方法さしては昭和19'事5月17日t二第・
1 回目の，j，穿種子農林5蹴~筏15輝、深さ 18
纏の積水面事t二橋付、1に。供眠薬剤の撒布は蒔
骨盤的10-16日間後e、3枚以上の葉を生?
るに歪つ先物に符った国新した小..薗に各種
. の侠鼠襲被~撒布したる上に‘病薗~接種感
染せしめた。接種は被害小夢より採集した分
生胞子の浮波液を撒布し、調査は接種後7日
目に行った。
~2) 調査のヲケ法は各供試小宴鉢ιっき躍病程度
の最も太なるもの会4艶さし、無病のものぞ
0艶さし、僅かに盈害者F認めらるるもの~1
2臨さ定めた.其中間~2及 3 さしτ記録しず之.
命此調査は4乃至5人にτ別々 t二耕Z告し其結
果~卒均Lたa
(8)事糧供鼠襲剤の小穿白溢病費生制11:カ叫硫
費者F含む製剤が強大で、その市Eも石灰硫黄
合剤の効力は長色優れ、ラバサ'1" ~石炭硫
黄合剤の奉及びジ 4ドの願t二少し宛低下し
た。ヰれに反し含鯛剤である石灰ボルドタ被
銅製剤1蛾、 2説、 3脱、此酸鋼、有機銅製
剤、低金鏑糊警では何れも効力殆んrない
おが秘められなoif鉛ぞ含むコロデJ"ドも
.同僚に殆んど効力なきものの様であっ允，
(4)合硫黄各種薬剤につきτもそれらの稀膚さ
効力さの聞係ぞ男るt二、各襲剛尖漉の酒量疫の
高い程効力が大で其低下さ共に効力も減少し、
?こo石灰硫黄合剤及cf石氏融資合剛め事応斜
τは.ボー メ0.25度までの調度で効力があり、
ラバサ.f""及ソ-fJl"1二τはO.2li%及び1'J.5".
まで有効である。
(5)本試験の結果から撒布薬剤の効力調輩め4
方法乏して小~首冶使用するのは少〈さも白
峰病に衝しτは、質験が簡易であって、夏に
その結果l二信韻性の高い動~良好なjJ・法であ
るさ云ひ得る。
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(3) 西門・一・中~IU量失・宮脇冨夫病害環防灘"
の効巣に・する研究第111誕液の病原菌也子総
~制止力に闘する研究良事研究 35 155-197，19 
43 (4)雷門.-.申山隆夫・宮脇雪夫病客様防
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両極東胎鱒tc.射する1I1!1i重量果良事研究37.1.16， 19i7， 
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二化螺虫の後生橡察に関する基礎的研究第6報
鐙温が越多期幼虫の置を育に及ぼす影響
深 谷
1.緒 冒第2(t期の二化棋虫の幼虫期聞
は約9ク月に及ぶのぞ、その間幼虫は種尽なる
租境保併に遁渇するわけ守あるが、特に越冬期
・の幼虫は所謂耐寒性を獲得し、その生理的賦躍
も鷲育期のものに鞍売る当非常t二安定な賦思を
;撃しているこさが窺われる〈深谷、 1946)。併.
し果しτ冬の畏い期聞や遁じτ幼虫が環境俊件 I
lιぁ t り影響~hない蹴態。経過するものかど
予治、疑わしいq又冬季多・《の揖合幼虫は休眠し
Eいるわけぞあるが休眠の生起さか費醒さ命、が
奔常t二緩漫な生理現象である反而ぞれはホ Jレモ
昌 女
ンさか降素さいった Zクロな物質代謝の結果さ
党られる節が温厚。あるからく糠谷、 1948.s)
問じ越冬坊幼虫そ取扱ラじしτ色その時期或は
遜去の履歴的保件さ云うものを克王子考慮して置
かねばならない。
著者は越冬期金遁じτ幼虫、をあ，る期間特定温
度じ接絹してその彫曹がrのよう民現れτ来る
かfJ羽化明日の早晩t二よって先づ調ばt見士事
そ号するこ~じようτ幼虫が績境温度t二衡し反
癒を示し始ゆる時期身大胆知るこさが出来るさ
考えなのである.
-3'- (.~研究昔~38. . 修 111 84.-37頁 19'8)
叉極めτ漫い休眠此懇で滋冬する正内系統、
(操谷、 19<t8A)め幼虫ぞ用いτ輔化前に民砂る
経渇が慶溢にようτtんな露容を受貯るかぞ調
ぺ文のeあるが、これは幼虫の末朋の生理的賦
聾が一概な経過令辿るものか成は段階的に費展
ずるものぞあるか~知ι うさし?とからであるa
2.材斜及び方法 11月 (1947)初旬倉敷の
雷研究所圃損から500余調の幼虫を集め、これ
やよ〈混合した上3頭宛試験管内に鱈蜜さ共に
入れ、大型デシクーター中t二枚容貰験室内に放
置し大。而しτ11月以降翌年5・月まで毎月15，日
-30日の15日間 27・0の定温標内に移t..定温
接燭が終る~，再びもさのデシナーター中に戻す
ようにした。倫この間関係協度は 90-100%~
保持した。 6月になってからは毎日羽化tする蛾
の較さ性別械錬して制羽棚日算定に賀し
たのである。
.方、正内系統の旗虫に就いては12月(194η
以降 2í・O~ 30"0 (3日間〉、 22・Cさ27・C(2 
日間〉の聞の襲温接燭賓験必施行じたのである
が、これには1艦大恒20-30個恒の幼虫金値韮
15共h二上下金網強の Fタシ製丸臓の中tこ入れ関
係撒皮切-1∞%のダ沙タータ戸中に牧器供賦
した。
zl切さ 30・Cの粗E費温は下記め如き要領e
?????
??? ?
第1表 冬寧i二於ける加温が沼化朋
に及』去す影響 (1947-Hl盛時
加制究明視!?421??hF
11821-14M91 
12 1 68 1 60.3 121.8土11 土'71 
1 56 67.9 19.7土1.7 士10.5
2 61 70.6 13.7土0.8 ま 8.4
8 マ4 U.3 11.2土l‘O 土 7.，6
生 77 66.2 11.3士1.， 士10.0
6 76 76.3 16.7':1:0.8 土 6.7
主慮塁i65 93.~ 21.1土1.1 士 7.3
行t...1とのであるがるの成績は第2表の如〈であ
る二
第2表 冬李tこ蝿砂る加ilが羽化朋
に及悟す影響く194渉-1~め
加温目安 由時章式虫It羽化率(%)1平月の均日IHf羽〈6〉化月I金調5耳目日廃毎)週E
12 170 8.2 27.8土1.6 士 8.0， 
1 282 15.9 29.8土0.1 と1:5.6 
2 186 2'7.6 112.3土1.0 土 5.8
3 184 11.7 25.4士1.5 土 7.7
4 167 15.2 14，，4土1.2 全 6.7
6 197 13.2 28.、2士・1.8 :b 6.8 
f無様慮湿m) 宮3113.7 35.8土1.4 土 6.1
備考:標患の平向刻化月臼は7.J!6Bi'添す。
2)費温が幼虫末期の聾宵生理tミ及惨す影響
E 
h 
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3.実験結果 制虫ぞ原則ざして 27・c下に保醸し、ある期間
1)冬寧に於ける加濯の影響 11月以降5月 (3日間〉ぞ定めて 30・Cに接縄、その最長替や見
まで毎月 'l・0に15日間加湿した揚合tこ得られ・ たのが.-3表の成慣である。
?こ成鋪は.1涯に型択される如〈であるo ...bさ闘機tこして22・Cから 27・c(2目問)に費
著者は1943-1944~事度じも略閥横の賓験そ施ー 湿しfこ揚合の成績は第4表の如<c.ある司
-35- ~的
.3表捜温吉明化事及、ぴ輔化前期間
さの開係(27句， 3GOC!l温う
臨 供鼠虫叡JI弱「化，，)率 備化前日〉期間会標〈期日〉傭漣
r 29 79.8 18.7土1.5 土7，0
E 21 81.1 U.3土(}.8 士 3.9
E 25 76.0 15'"土1.0 土長.!I
E 29 93.1 13.1ま1.5 土 8.0
苛 28 92.9 15.6土1.0 士 t.6
可E 29 82，8 H.7:tO.7 土3.3
司1 2Jj 80.0 15.1企0.9 土嘩.0
酒 26 84， ~6 H.5土0.8 土3.7
E 30 33.3 23.8土!l.O 土12.6
第 4表質温色輔化軍事:Ql.ぴ踊化前期間
さの開傑 (220e，270C製温}
匪 供問lq翠l明抑全標司贋煽Z量く日j
6'.0 21.6土0.8 土3.8
E 73.rz 24.6念0.'9 土3.'3
E 25 95.8 19.6土0.'1 土3.3
E 町).() 土6..7
Y 80.0 :n ・l~・7 土8.4
可E 75.0 : 21.7念。.7 土8.1
" 20 長5.0 土5.1値民I 27 &1.9 19.4土1.0 土3.9
骨 E 26 80.8 15.8土1.1 土5.J.
w E 2S 39.3 16 企0.9 土3.0
第1圏月別高温接備が-'eの羽化期日
tこ及}主す影響(1~!l7.-19盤的
28 
¥ 
??
?
??
??
??
t:'" 12 
六
月‘
の
日
-r;f" 
、ノ
????????
????
?
機畑 11 12 1 2 3 4 1) 
t無血理3 南i遁II理局次
的にも裏書きさねたわtjである。ぎてき党β幼虫
末期の生理的寝過ぞ見るさ、加温されてから一
存期間後に覆境高温度に劃・し特に感受性の強い
さ忠われる賦態が現れる。卸ち12月に於τ27・0
に接悔した揚合も 1-2月に 2~"0 に接崩し穴
場合も加温じてから 6.日自の高温接燭 (3U・C虞
は 27・0)は非常にはっきりした影響を奥え、
4.考 察責験結果から案じ工昇るさ越.冬 何れも踊f~前期聞を短縮している。このようじ
酬半期i二宮る壬1月乃至1月の加温は無島理のも 貰験施行の時期tこ多少の?れはあるが、 22・c
rtl.~標準にさつτ見る時特に洞化JVH二促準的な 或は 27・0 さ云う異った温度下に於て経過し、
影響ぞ奥ぇτいないが、 2月頃かち相官顕著に し;かも高温えの質温が加温後間一時期t二於て聞
この影響が男られるようである{第1圃多照〉。 じよ?な生理的蚊果令ひき起すミ云うこさ怯説
得季じ於ける加湿にぷ‘って夫々の匝の履歴卒均 . 明ほ齢、白併しそかは再睡の費首tこ及俗す噴境
温度4-計算しτ見るさ12月-3月晶理直の閉じ 温度の高低の影響が・こうした段階そ経過して
拍ど差がない会、ふこうした2月以降に於け 後に始めで現料るものさ考えれば説明のりがな
る羽化期の促準的効果は休眠の費躍さいったも いこさもない。;叉これさは少し揚合が主主うj)'に
のに関係するのぞはないかさ思考，~れるq 併し 第 1表の1~月匝く27・0， 15日間接関〉さ録島理
責際問題乏して2月の誤温は野外では未だ粗宮 標準直ぬものさの差が殆r見.6払ないS去号事
低げから、問題じなる'めは月 ll~与の気温ミ云 貴からも越冬期幼虫じはある謹度範囲内では種
目さじなるー即ち3月以降の揖温三脚期三 郷平州例経過する段階があるもののよ
め閉じほ賓の相関卑係がなければ，ならないこさ う民事われるヨ ¥・
じなる。 -;lF.1化期切統計的な費生議察の基 輔化量容は慨して27-0，t3も句麗温の場合高事が
砲は 3月以降の軍i晶に置かれる揖合が多いの廿 示されたが、終始 30"0に接崩した匝のそれほ
あるが d岡崎1946;石倉1947)そればまた賓験 -33.S%C'特に低いから悪影響伝費tに志の言考
〈部} 目前ー
えなければなら誌もう併しザ般民庄内系統の幼
虫民高つては冬季加温によっセそれほど悪い影
響を受ける二さはなUもののように思わすtる. 
支献
1)漂谷畠*(19'6う松!lll:6l~IJO 勾漂谷l昌吹
く19'8A)、ニ化喫虫の地方的系統iこ脱いで'0)良
奇襲研究 37!~2量~'_23 め深谷島:J(C19，gB) r三
位眠喝J.，:;fu方悌rj枇印刷中 勾沼倉芳次巳19'7).
二化喫虫の主.al知r:属する研究@椴m り岡
崎勝太.(.HI(町山形嫌tこ於けるニ化旗.!4の事象
と無債依件及tf澗の'fI曹との制審
と文部省科事院.研究交による業績〉
、h
わが閤酪農の葵礎傑件 (3)
水田を主芭するー酪農家の飼料経済 (2)
佐藤
1.緒 雷前報において水田~主障さする
?酪農宥の飼料経慣に闘するー慮の分析や試1.?-'
7句それは主さして経告循寝ョ嗣料構成の面か
らの分析であっ允b 本稿i二於ては水田裏作への
飼料作の喰込みが果じて有利であるかどえか¥
それは笹管上如何なる意味ぞもつでゐるか、ミE
ゃう観酷から補足的に検討して見t:k、9
なお前報t二建，、:1こ‘この農家の基槌的な経営傑
件‘経管循壊の務輩、飼料橋建等は本稿@前提
的配遁ぞなすも貯であるが、こ'>I二再び反覆し
ない。 必要に感じ前報につ~~て見ちれたいι
2栽培飼棋の意義 この値管はその伺料
経慣の比較的竪賓な水田酷震であり、その由っ
てLかる原因は蹄入配給伺料によ〈酎恕して栽
培飼料、 11量物及び残降、野耳震なr各種め自給
伺料tJ~生産調建されてゐるこさにあち。そして
これらの各種自給飼料は、この鰹管保件に感じ
たある一定の比率によって構成されてゐる。
く腕報第4.5表参照〕
一般に栽埼飼料作物はそれのもつ地代責揺カ
ずなはち他作物さの競等主力の強弱を通じてその
生産初限界が剥せられ、また野草は地代は必要
さしないが刈取り葬働量の聡からその限度が決
定されるa又嗣糾化し縛る副産物及び揖津町景
は笹管組織及び経管境棋の知何じより略k-~
ぞあり、この基礎候件に習を化がないか事り簡単
にこれを動かし得ない 野草の刈取りはかつて，
調査し大岡山畢南西曹の帯農地検ぞは司 -fも
この地方.r.t自接的な招濁:傑符に.忘れて '，. 't、
苦ころぞあるがー~ I貴乃至15貫の畦畔や韓塘
.. 郎
j 
の野草を刈る允めに傍目 3.4時時間、遺きは
1里鼠上も出かけねばt"らぬさいう猷態。あっ
た。 Lたがって野草の刈取量は主ミLて家族努
力の量によって制限ぞう 17 るρ 家族努~~館五
換算8人じ過ぎ'1'，しかも等筑，牛3、育!itや2
計む頑も飼養するこの僅管?は、自給飼料中f
野草以外の飼料のもつ比重が嘗然大き〈ならず
るそ得ない。
したがって各種自給嗣料の構成が如何な島町
寧を津ずかは、第1に野草刈取持働さるの の
農業努働さφ限界生産力』句差異におって決 る
さ共t二、また他方において栽湾側斜作物さをの
他の作物言の地代員提カの差異によって決定さ
れるであらうbしかLこれは純粋に経漕的暗最
に出づるものであっf 経曹の現貰tニ制~:tは
園家による政策的廃置あるいは枇曾的習慣等極
掛外的要素巳ょっτζの開係が相官の修正をう.
ける。こさは供出制下の今日特に著しい。野草め
採集は、わが圃のような自然的経‘碑的様件め下
にあdでは、その量の場大に伴いその努働の限
界生直E性は絶獣的にも相動的にも〈伺料作物~
外の作物に樹b)急激に低下ずる。じたがっτ
.・野草採集英方はt':1'<さも1日のうちの遊休的舷
態にある鼻カre.しかも是れが長時間にわたら
苧いものぞあるこさが必要である。若LモtLが
蓮休勢3砲でなる、採草自クもの作業t二充雷じた損
合ヨリ高炉生産カぞあ ~~""ごlt~ヲりである掛合、
二オ't~採草鋳働に据め向性るこさは明ちかに損
失であるL.~i己採草量巻槍加し採草時閣が長
舎にわず有るならば、採草券働め限界生産性が最
低ド司るために他の裁培作物に投下し先場合.j3
(a撃研究集38場第 1銃 $7-~Q:受 19晶8) -3'1-
、
